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豊かで住みよい町づくりをめざし積極的な提言と意見交換

催開

町政を身近かに

を
町
で
は
、
新
年
度
予
算
編
成
期
を
控
え
た

一
月
二
十
三
日
か
ら
同
二
十
九

日
ま
で
中
五
日
問
、
町
長
を
は
じ
め
各
担
当
線
長
が
直
接
地
域
へ
出
か
け
、

各
地
域
の
要
望
・

意
見
を
聞
く
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

感
談
会
は
、
美
利
河
生
活
館
会
場
を
は
じ
め
に
町
民
セ
ン
?
ー
ま
で
十
一

会
場
で
行
わ
れ
、
二
百
十
二
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
は
、
一
地
区
三
時
間
程
で
、
最
初
に
平
成
四
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
国
・
道
事
業
及
び
町
の
主
要
な
事
業
計
画
や
状
況
の
説
明
が
町
長
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
地
域
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に

つ
い
て
町
か
ら
回
答
さ
れ
、
引
き
続
き
、
出
席
さ
れ
た
会
場
の
み
な
さ
ん
か

ら
要
望
や
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
百
八
十
一
件

の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
ニ
の
町
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
と
町
の
答

弁
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問

博
物
館
の
建
般
時
期
と
場
所
は

答

総
合
計
画
で
は
平
成
五
年
と
位

世
付
け
さ
れ
て
い
る
.
具
体
的
に
は

旧
石
器
内
森
構
想
で
文
化
庁
よ
り
調

査
団
が
来
る
時
占
で
結
論
が
出
る
の

で
は
な
い
か
。

問

美

利

河
に
町
営
住
宅
の
新
設
を

答

平
成
七
年
度
ま
で
南
団
地
の
建

替
え
計
画
で
あ
り
、
そ
の
後
の
検
討

事
項
と
し
た
い
。
建
て
た
ら
直
ぐ
に

埋
ま
る
状
況
で
な
け
れ
ば
建
設
の
許

可
は
で
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で

は
な
い
と
思
う
が
。
ス
キ

l
場
に
つ

い
て
も
公
社
ま
た
は
第
三
セ
ク
タ
ー

と
い
う
問
題
も
あ
り
、
推
移
を
み
な

が
ら
検
討
し
た
い
。
営
林
署
担
当
区

の
買
い
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。• • 

A 
芸事談懇政町

答

時
間
を
か
け
て
検
問
し
て
い
き

た
い
。

間

後
志
利
別
川
内
総
合
か
ん
ば
い

事
業
に
つ
い
て
(
負
担
金
の
問
題
)

答

内

部

協

議
し
て
い
る
。
閲
建
で

は
早
期
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
し
て

い
る
が
、
十
年
く
ら
い
は
か
か
る
予

定
。
水
の
雌
保
は
必
要
で
あ
る
。
受

読
者
凶
折
負
担
で
、

三
町
で
六
億
五

千
万
円
に
な
る
。
最
終
的
に
は
、
も
う

少
し
数
値
が
下
が
る
の
で
は
な
い
か
.

問

物

産

館

建
設
に
つ
い
て
今
ま
で

の
考
え
ど
う
り
の
縫
物
で
は
ダ
メ
な

の
か
。

町
町

一
村

一口
聞
を
販
売
、
ま

た
は
考
え
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
ほ

?レい
。

答

管
理
棟
が
主
目
的
で
、
そ
れ
に

付
加
価
値
を
つ
け
て
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
大
い
に
活
用
で
き
る
施
設
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
@

問

極
川
小
学
校
内
プ

l
ル
に
屋
根

の
取
り
付
け
を
し
て
ほ
し
い
。

答

逃
へ
は
申
精
し
て
い
る
。
採
択

の
予
測
が
つ
か
な
い
が
、
採
択
あ
る

い
は
採
択
の
見
通
し
が
つ
い
た
な
か

で
、
補
正
予
算
を
も
っ
て
対
処
し
た

し

平成4年度に予定されている国道..&ぴ町田主要な事集計画や状況の阻明金述べる村本町長

問

問
紛
者
入
浴
無
料
券
、
当
該
年

度
中
な
ら
ば
、
い
つ
で
も
そ
の
思
想

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
改

正
願
い
た
い

答

ご
要
盟
の
と
お
り
、

度
よ
り
対
処
し
ま
す
。

平
成

4
年

閉

山

村

留

学
制
度
内
補
助
金
を
増

額
願
い
た
い

答

平

成

四
年
度
は
現
行
の
ま
ま
で

お
願
い
し
た
い
。
五
年
度
以
降
、
諸

物
価
の
上
昇
等
を
考
慮
し
て
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

バ
ス
停
の
新
政
に
つ
い
て

(抽
出

利
河
、
花
石
、

神
丘
)

答

ね
ば
り
強
り
、
裂
前
は
し
て
い
く

が
、
実
現
は
難
し
い
状
況
で
す
。

開

通
学
パ
ス
定
期
補
助
的
延
長
を

お
願
い
し
た
い

答

本
年
三
月
で
補
助
が
切
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
面
、
継
続

す
る
予
定
で
す
。

問

今
金
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
待
合
所

に
ス
ト
ー
ブ
般
世
と
床
が
す
べ
る
の

で
危
険
防
止
を

答

す
ベ
ワ
止
め
は
町
で
処
山
出
し
た

い
。
ス
ト
ー
ブ
に

つ
い
て
は
函
パ
ス

に
製
紡
し
て
い
き
た
い
。

問
盟
舟
凶
肉
増
床
に
つ
い
て

答
平
成
七
年
度
供
用
開
始
を
見
定
め

て
い
る
。
(
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
も
含
め
た
な
か
で
)

総
合
公
園
、

中
央
緑
地
公
園
に

ト
イ
レ
が
少
な
い
、
増
設
を

答

当
分
は
、
今
の
ト
イ
レ
の
利
用

度
合
い
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

い
ま
の
現
状
で
は
、
当
分
の

問
、
無
理
と
考

え
て
い
る
@

問答 て 問

道
立
養
護
学
校
の
誘
致
に
つ
い

道
に
新
し
い
窓
口
が
で
き
、
す

• • 
問

ゴ
ミ
の
収
集
は
無
料
に

答

北
部
四
町
の
共
同
事
業

で
あ
る
の
で
難
し
い
。
現
状

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

問

清
流
日
本
一
の
後
志
利

別
川
、
ゴ
ミ
不
法
投
棄
も
含

め
て
汚
染
が
進
ん
で
い
る
の

で
は
答

住

民

の
方
々
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
清
流
日
本

一
を

守
っ
て

い
き
た
い
。

定 答 に 問
て閉
す平明や
。成施す

四設ら
玉手をぎ
1~ 益
に悶
実駐
施 111
予揚

地区別要望内訳一覧

間

町
道
の
改
良

・
舗
装
の

促
進
に

つ
い
て

答

現
在
、
町
道
に
つ
い
て

は
二
三
七
路
線
、
延
長
二
一O

六
J
を
有
し
て
い

ま
す
。
う

ち
未
改
良
一

一
一一

J
、
未
舗

装
二
四
五
J
で
す
。
年
次
計

画
で
改
良
舗
装
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
.

で
に
五
回
ほ
ど
陳
情
し
て
い
る
。
具

体
化
し
て
き
て
い
る
.
さ
ら
に
強
力

に
陳
情
し
て
い
く
.
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〔

各地区ごとに偽心訟酎植がなされていました(住吉地区)

問

学
校
プ

l
ル
設
置
を
(
神
丘
・

金
原

・
八
束
)

答

学
校
プ

l
ル
に
つ
い
て
は
財
政

的
問
題
も
あ
り
、
平
成
八
年
以
降
の

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
他
校
の
施
設

の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

問

減
反
緩
和
に
つ
い
て
、
補
助
制

度
等
の
検
討
は
し
な
い
の
か
。

答
基
本
的
に
は
面
積
の
消
化
に
協

力
願
っ
た
方
に
、
次
年
度
以
降
も
プ

ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
考
慮
し
て
い
き

た
い
。
補
助
に

つ
い
て
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
.

た答い閉
し、 @

。天救
災良
資土
金木
等事
で業
対を
応行
し っ
てて
い欲

き L

問

真

駒
内
ダ
ム
管
理
費
用
を
町
で

負
担
願
い
た
い
。

答
全
町
的
な
関
連
も
あ
る
の
で
、

結
論
を
出
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

間
道
営
補
水
工
事
、
受
益
者
負
担

の
二
分
の
て
町
で
立
て
替
え
願
い

た
lv
。
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大
越
藤
夫
さ
ん
(
八
束
)
に

北
江
込
川
一
J
的

農
業
関
係
功
労
者
と
し
て
大
越
藤

夫
さ
ん
側
が
二
月
十
七
日
、
札
制
州
市

に
お
い
て
北
海
道
知
事
賞
(
産
業
貢

献
立
)
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
ガ
サ
ス
の
拠
結
団
式
と
同
受
入

事
業
報
告
会
が
二
月
十
二
日
夜
、
関

係
者
多
数
出
席
の
も
と
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
図
式
で
は
、
出
発
を
三
日
後
に

控
え
た
十
名
の
団
員

一
人
ひ
と
り
が

(
産
業
貢
献
賞
)

大
越
さ
ん
は
、
昭
和
三
十

一
日
ヰ
か
ら

約
二
十
五
年
間
の
ホ
き
に
わ
た
り
、

山
同
協
の
役
員
と
し
て
監
事

理

事
を
、

さ
ら
に
民
協
組
合
長
を
歴
任
。
そ
の

問
、
農
業
経
営
的
安
定
と
農
業
基
盤

的
確
立
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
複
合
経
協
同
基
盤
づ
く
り

の
た
め
、
水
田
焼
業
的
確
立
を
基
礎

と
し
て
、
黒
毛
和
郡
牛
肉
将
入
、
軟

白
長
ね
ぎ
、
大
械
、
野
菜
等
噂
入
に

「す
ば
ら
し
い
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
、

た
い
へ
ん
頼
も
し
く
思
っ
た
、
血
の

通
っ
た
明
る
い
交
流
を
し
て
来
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
視
察
研

修
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
報
告
会
で
は
パ

l
ン
サ
イ

日
本
館
と
紡
問
先
何
学
校
で
自
巴
紹

介
す
る
英
語
ス
ピ
ー
チ
を
被
践
し
て

い
ま
し
た
。
「
死
ぬ
ま
で
に

一
回
し

か
な
い
、
元
気
で
行
っ
て
来
い
F

」

と
云
わ
れ
た
人
な
ど
‘
緊
張
の
な
か

に
も
和
や
か
な
雰
囲
気
町
中
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
村
本
町
長
か
ら

ド
高
校
生

一
行
二
十
二
名
が
、
到
活

か
ら
帰
る
ま
で
の
地
域
と
の
交
流
や

函
館
、
札
帆
な
ど
の
枕
察
研
修
の
同
時

子
な
ど
が
、
約
二
十
分
間
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
上

映
さ
れ
、
感
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、

B
5
版
、
四
六
行
か
ら
な

@ Ct 

北
海
道
戸
ド
パ
イ
ザ

l
派
遣
事
業

合
金
田
商
庖
衝
を
基
調
巴
し
た
街
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

町
と
商
工
会
街
づ
く
り
推
進
特
別

委
貝
会
主
催
の

「
今
金
町
商
脂
街
を

基
調
に
し
た
街
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ムし

が
、
一
月
二
十
八
日
午
後
か
ら
役
場

会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
北
海
道
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
近
事
業
的
支
援
を
受
け
行
わ
れ

た
も
の
で
来
年
一
月
に
決
定
し
た

大
型
庖
の
進
出
に
備
え
、
魅
力
あ
る

景
観
づ
く
り
、
商
庖
街
の
再
編
成
、

ま
ち
の
イ
メ

ジ
な
ど
に
つ
い
て
.

各
分
野
で
の
専
門
家
か
ら
提
言
を
得

て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
に
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で

先
凡
性
を
も
っ
て
指
導
力
を
発
制
押
し

て
、
内
峠
家
経
済
安
定
に
努
力
さ
れ
た

功
紛
が
総
め
ら
れ
、
寺
田
町
受
貨
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
受
口
町
立
口ぴ
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
し
た
。

寸思

い
が
け
な
い
北
海
道
で
最
高

の
貨
を
い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄

と
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
だ
と
大
変
感
柑
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
な
う
ち
は
、
町

発
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
」

る
写
其
入
り
の
詳
細
な
受
入
事
業
報

告
舎
が
配
布
さ
れ
、
各
出
席
者
か
ら

国
際
交
流
に
つ
い
て
の
迎
解
が
符
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

す
.購
仰
は
佐
久
間
安
出
札
帆
学
院
大

学
教
授
、
高
州
制
訪
日
久
川目
y
グ
マ
開
発

研
究
所
代
表
取
締
役
、

今
村
洋

一
側

北
海
道
計
画
セ

ン
タ
ー
代
表
取
締
役

の
三
人
で
、
会
議
は
町
か
ら
助
役
外

三
名
、
商
工
関
係
と
し
て
岡
本
優
同

特
別
委
員
長
外
十
名
が
出
席
し
て
、

円
卓
方
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

三
人
的
講
師
は
午
前
中
か
ら
7
7

魅
力
あ
る
繭
脂
街
、
景
観
づ
く
り
に

具
体
的
な
提
言
と
指
摘

4・北海道景観アドバイザ一派遣事難制度や

景観に関する専門的な知識と経験を有する者を景観ア

ドバイザーとして市町村など地域の要請に応じて派遣し、

景観形成への取り組みに当たって多様な課題について指

導助言を行うことによ り、地域内優れた景観形成の推進

に資することを目的に、平成2年度北海道が創設した制

度である。

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
、
花
石
特
産
品
加
工

セ
ン
タ
ー
な
ど
主
要
他
殺
と
商
脂
街

及
ぴ
各
景
観
な
ど
を
見
学
し
た
あ
と
、

問
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
町
内
の
第

一
印
象

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
は
温
泉
、

温
水
プ
ー
ル
付
き
宿
泊
施
設
、
ス
キ

l
場
、
美
利
河
ダ
ム
、
こ
れ
に
食
べ

物
を
加
え
る
と
四
占
セ
ッ
ト
で
売
り

込
め
る
。
こ
れ
だ
け
揃

っ
た
セ
y
ト

は
道
内
で
も
数
少
な
い
。
価
値
が
あ

る
。
」
「
恵
ま
れ
た
資
源
が
あ
る
、

よ
く
認
識
し
て
織
論
を
尽
す
。
そ
の

結
川市
、
な
ん
で
生
き
る
の
か
?
今
金

町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(独
自

性
)
が
必
裂
。
ま
た
、
近
隣
町
と
も

連
携
し
て
売
り
込
ん
で
い
か
な
い
と

勝
負
に
な
ら
な
い
」
「
地
域
性
を
出

種
川
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

農
産
加
工
実
習
室

股
村
地
域
的
生
活
向
上
並
び
に
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
十
二
月

十
二
日
に
落
成
し
た
樋
川
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
の
股
産
加
工
実
習
室
で
は
、

同
地
区
の
婦
人
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ

な
地
元
産
農
産
物
の
加
工
が
試
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

持
入
さ
れ
た
主
な
機
器
は
、
其
空

包
装
機
、
日
速
度
ミ
キ
サ
ー
、

機
、
自
動
発
邸
機
、

万
能
粉
砕
機
、

チ
ョ
y 回
パ転
| 釜

及ノl、打
ぴ型栓

〕4
 
〔

手障はよ しパック詰めする古都会のみな.ん

地
場
資
源
の
有
効
活
用
で

地
域
の
食
生
活
改
善
と
向
上
を
め
ざ
す

大
型
セ
イ
ロ
等
で
す
。

一
一月
五
日
に
農
協
婦
人
部
漬
物
部

会
員
が
同
施
設
に
集
ま
り
、

み
そ
.

みなさんの前で重曹をする近藤団長

7

ト

の

か

す

、

か

ら

し

漬

け

と
、
に
ん
に
く
の
ピ
ク
ル
ス
漬
け
円

真
空
バ

ッ
ク
詰
め
を
手
際
よ
く
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
包
装
が
美
的
、
取

り
扱
い

が
便
利
で
衛
生
的
で
保
有
が

効
く
と
好
都
で
し
た
.
た
だ
、
瓦
空

包
装
機
の
包
装
方
法
的
7
-
一
ア
ル
が

な
い
の
で
、
試
み
な
が
ら
党
え
る
離

し
さ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

二
月
六
日
に
は
種
川
船
人
会
が
持

ち
寄

っ
た
米
を
粉
に
し
て
べ
こ
も
ち

• Q・
J 

， 

J

、
/

団
旗
と
制
服
等
が

四つ葉緑の
少年団に

贈
ら
れ
る

と
‘
原
麦
を
粉
に
し
て
お
鰻
頭
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。
素
朴
で
香
ば
し

く
て
お
い
し
い
、
繊
維
質
が
あ
っ
て

休
に
良
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

今
後
、

同
施
設
で
は
豆
腐
、
み
そ
、

と
ま
と
ジ
ュ
ー
ス
、
同
ケ
チ
ャ
ッ
プ

や
伺
円
子
な
ど
の
山
菜
加
工
も
手
が

け
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

地
場
資
源
的
有
効
活
用
か
ら
地
域

特
産
岡
山
づ
く
り
へ
と
、
地
域
内
食
生

活
の
改
普
と
向
上
に
、
大
い
に
利
用

さ
れ
そ
う
で
す
。

J 

昨
年
九
月
十
日
に
結
成
さ
れ

/
つ
業
緑
町
少
年
団
に
、

一
月
二

目
、
曲
目
利
河
小
学
校
に
お
い
て
、
村

ハ
本
町
長
か
ら

「緑
町
大
切
さ
、
思
袈
ポ
ン
及
び
マ
フ
ラ
ー
で
す
。

一
さ
を
認
撤
し
て
下
さ
い
」
と
、
団
脱
自
然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
学
習
や
今

、
と
二
十
六
人
分
の
制
服
等
が
贈
ら
れ
年
五
月
に
英
利
河
地
区
で
第
四
十
三

)
ま
し
た
。

回
北
海
道
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ

~

今
回
、
贈
ら
れ
た
の
は
四
つ
葉
緑
と
か
ら
、
問
団
の
活
絡
が
期
待
さ
れ

一

ハ
の
少
年
団

7
1
ク
入
り
の
上
治
、
ズ

て
い
ま
す
。

)

;
(
(
(
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し
た
心
の
も
て
な
し
が
大
切
。
今
金

ら
し
き
が
ほ
し
い
。
歯
抜
け
し
た
商

鹿
街
を
ど
う
再
生
す
る
の
か
、
合
わ

せ
て
有
効
な
土
地
利
用
が
課
題
」
続

い
て

「大
型
庖
対
策
と
し
て
民
業
者

と
直
結
し
た
地
元
商
庖
に
よ
る
独
自

の
大
型
庖
を
」
「
地
場
繭
相
化
し
、

コ
ミ
ュ

1
0ノ
l
航
空
と
結
び
つ
け

「
日
本

一
の
男
爵
い
も
の
活
用

「裂
小
路
町
商
庖
街
は
大
き
な

こ
れ
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
」

目オをる
産 ~

な
ど
具
体
的
が
提
言
も
あ
り
ま
し

た
締
め
く
く
り
と
し
て

「
ト
ー
タ
ル

で
力
が
で
る
よ
う
に
地
問
め
を
き
ち

っ
と
、
そ
し
て
消
流
、
男
鈍
い
も
な

ど、

日
本

一
を
五

つ
く
ら
い

っ
く
り

金
町
民
セ
ー
ル
ス
マ

ン
に
な

っ
て
今

金
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
。
ま
た

全
町
時
セ
ー
ル
ス
ブ
ー
ス
タ

l

(後

媛
者
)
運
動
も
合
わ
せ
て
展
開
す
べ
〕

き
だ
」
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
日
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企 寒い中、何日もかけて造った42基の犬小の雪像は、訪れた人を大いに楽しませてくれました。

子供たちの笑い声ガ

会場内に醤いていきました

:子供は

iミニの弾丸 t

:ポブスレ一
大会でした i

J 

開会式 ステ ジ雪像製作団体が勢ぞろいし、各々記念品が贈られていました。

ふ豪快、弾丸ポブスレ一大会
スピードの出し過ぎで転倒者続出 i 

4 

ま
つ
nv

唱. -'ι 」ι-' ・-' ... 
ムランニングクイズ 筈えが骨から ない人も走っていたようです J

大
小
四
十
一

一
一
軍
蓄
の
一
書
風
躍
が
勢
ぞ
る
い

い
ま
か

(f • 

今
年
で
第
九
回
目
を
迎
え
た
雪

ま
つ
り
が
『
夢
広
が
る
子
ど
も
ラ

ン
ド
」
を
テ

1
マ
に
、
ふ
れ
あ
い

広
場
で
二
月
八
目
、
九
日
の
二
日

間
、
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た
ア
ン
パ

ン
マ
ン
シ
ョ

ー
を
は
じ
め
、
ド
リ

l
ミ
ン
グ
ラ
イ
ブ
、
道
南
太
鼓
の

競
演
奏
会
、
ク
イ
ズ
、
ゲ

l
ム、

車
、
の
夜
空
を
彩
る
花
火
大
会
な
ど
、

多
彩
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
町
内
は
も
と
よ
り
、

近
郊
町
村
か
ら
も
大
勢
の
見
物
人

が
訪
れ
、
夜
遅
く
ま
で
賑

っ
て
い

ま
し
た
。

議1，，1'すりや
容さiき11//

!アン，{ン7ン・ショーII 昨年、感動を呼んだアンパンマンが子怯たちに金いに再び葺唱しました。企



美
利
河
を
テ

l
マ
に
し
た
曲

「
今
金
路
ロ

マ
ン
」
テ
l
プ
発
売
さ
れ
る

今
金
路
四

d るEロマ'"，'." 
第45事司"';"-'1-ス

堂町一焚お

第四田舎金問民スキー大会
果敢に技とスピー ドを競う

第29回今金町民スキー大会が2月2日、道民ス

ポーツ桧山大会予選会を兼ねてピリカスキー場で

開催されました.

大会では小学生から 般まで参加 した125人の

選手が各旗門を鮮やかなスト yクワークで滑り、

中には勢い余って転倒する子も。大会役貝や家族

的声援を:豆:けながらAコースで好タイムを競い合
っていました。

ん

給
食
セ
ン
タ
ー
を見
学
し
て

神
丘
小
学
校

一
年
生
七
名
が
担
任

の
先
生
に
引
率
さ
れ
、
給
食
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な

お
礼
の
作
文
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

寸
前
潔
な
セ
ン
タ
ー
内

で
手
早
く
つ
く
ら
れ
る
給
食
に
感
心

し
て
帰
校
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
カ

ッ
カ
レ
ー
は
い
つ
も
に
倍
し
て
柴
味

し
く
、
み
ん
な
残
さ
ず
い
た
だ
き
ま

③
 

今
金
ブ
ラ
ン
ド
名
の

牛
肉
づ
く
り
を
め
ざ
す

中
橿
川

村

上

仁

司

J
M川

町

昭
和
五
十
七
年
に
町
と
農
協
の
パ

…
y
ク
ア
ソ
プ
を
受
け
、
広
島
町
か
ら

…
黒
毛
和
種
牛
五
十
頭
を
導
入
し
て
、

町
三
十
五
戸
、
百
六
十
二
頭
で
肉
牛
生

…
産
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昔
甲ま.，
 •• 聾踊

品d

ベ
ス
タ
l
レ
コ
ー
ド
制
作
、
歌
、

吉
村
良
子
き
ん
で
、
曲
目
利
河
町
口
品
川
歓

を
歌
い
あ
げ
た

「
今
金
路
ロ
マ

ン」

テ

プ

が

二
月

一
目
、
発
売
に
な
り

ま
し
た
。

テ
ー
プ

は
一
本
千
円
で
、
観
光
協

会
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
、
町
商
工

観
光
課
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

み
ず

も

一
、
湖
面
に
映
え
る
山
の
影

知
わ
し
や
さ
し
部
針
路

湖
底
町
家
に
深
き
思
い
を

ょ
せ
れ
ば
ピ
リ
カ
糊
さ
ざ
波
に

消
え
て
は
浮
か
よ
君
愛
し

-m
o
a-

二
、
海
山
町
内
川
町
開
聞
け
ば

い

S
2

風
に
ほ
ろ
/
¥
今
金
路

介護老人の

短期λ所を受lオ付げてωます

〕8
 
〔

社会福祉法人

豊寿 国

小池悠士(今金)

田中 潤(今金)

苔口祐加(今金)

安藤清彦(神丘)

鈴木 香(神丘)

藤倉 英樹(ヰ釦 11) 

谷口紗代(今金)

田中 亨(今金)

畏崎美香(種川)

鈴木 忍(神丘)

山崎真梨子(神丘)

鷲聖子 将(今金)

佐藤登子(今金)

螺良 忍(今金)

八重樫仁(今金)

金沢のり子(今金)

佐蔵直樹(今金)

金沢佐和美(種J11) 

小林 実(今金)

笠原勝二(今金)

佐藤俊子(今金)

• • 
の
ー
し
た
.
武
重
な
体
験
学
習
を
感
樹
し

ま
す
。
今
後
と
も
愛
情
い

っ
ぱ
い
つ

ま
っ
た
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
」
神
丘
小
一
年
矢
野

篤
ぷ

え
い
よ
う
し
さ
ん
、
お
し
え
て
く

れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
ち
ょ
う

り
い
ん
さ
ん
、
つ
く

っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
、っ
.
ボ
イ
ラ
ー
の
お
じ
さ
ん

ボ
イ
ラ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
し
え

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
じ
む
の
お

じ
さ
ん
な
が
ぐ
っ
を
は
か
せ
て
く
れ

そ
の
問
、
ふ
や
せ

「県
ベ
コ
」
仲

間
と
共
に
、

一
に
血
統
、

ニ
に
愛
情
、

三
に
人
の
和
で
ヰ
づ
く
り
運
動
を
進

的
、
こ
の
二
月
八
日
現
在
で
八
十
七

…

戸、

一
千
六
十
八
頭
に
増
え
ま
し
た
。

い
ま
は
紫
牛
出
荷
で
す
が
、
こ
れ

…

か
ら
の
課
題
と
し
て
、
肥
育
牛
出
荷
切

の
一
部
経
営
熊
勢
を
め
ざ
し
、
昨
年

七
月
か
ら
六
頭
町
肥
育
を
は
じ
め
、

引

い
ろ
い
ろ
な
デ
タ
を
記
録
し
、
研

究
中
で
す
。

消
資
者
が
安
心
し
て
選
ん
で
い
た

だ
け
る
品
質
・昧
と
も
に
優
れ
た
今
金

ブ
ラ
ン
ド
名
の
牛
肉
づ
く
り
を
、
仲
間

と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

5

・41
・7t
p

H

〈大回転〉

惨小学 1年

修小学 2年

砂小学4年

砂小学 6年

惨小学 5年

砂小学 3年

て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
ち
ょ

っ
と

お
お
き
か

っ
た
け
ど
ち
ょ
う
ど
よ
か

っ
た
よ
。
う
ん
て
ん
し
ゅ
さ
ん
、
い

つ
も
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
と
ど
け
に
き

て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
.

ぼ
く
は
い
つ
も
き
ゅ
う
し
ょ
く
を

ぜ
ん
よ
た
べ
る
よ
。

神
丘
小
一
年
岡
本

奈
緒
♂

う
ん
て
ん
し
ゅ
う
き
ん
、
ま
い
に

ち
き
ゅ
う
し
よ
く
も
っ
て
き
て
く
れ

て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

え
い
よ
う
し
さ
ん
、
手
あ
ら
い
お
し

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
カ
ッ
カ
レ
!
の
目
、
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

お
い
し
い
き
ゅ
う
し
ょ
く
つ
く
っ

て
く
れ
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ち
ょ
う
り
い
ん
さ
ん
き
ゅ

う
し
よ
く
お
い
し
い
で
す
よ
。
れ
い

と
う
こ
に
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
を
ひ
や
し

て
つ
め
た
く
な
る
ん
で
す
ね
。

;片主狛長宿E協 7 思t問
j罰対六?雪官レ艇の
ミでのの径tヨグコ商も
;操〈何和子ζ ン時に
るし忠、=等らのや申
、 糸主気事にの 二Eはる
j屯Z取ど和t>:i酪十1らるj話b つ しる四Eカ僻
芽事ててを色=し 灯5
浅吉雪宮l桧E避eゲ〈子こ冬主jし応えやけレ への
中訟のて ン 使2宿E
子し鎧直 待a デ り

} つに

;辻

j空
ム

砂中学 1年

砂中学 2年

修中学 3年勾-U~ 

惨高校 生

砂一般男子

砂一般女子

介
鰻
を
擁
す
る
老
人
と
の
同
居
家

庭
で
、
冠
婚
弊
祭

・
旅
行

・
出
張

学
校
の
公
的
行
事
災
害
及
び
疾
病

な
ど
に
よ
り
、
家
庭
内
に
お
い
て
ど

う
し
て
も
介
護
を
で
き
な
い
事
情
の

と
き
は
、出
且
寿
国
に
お
い
て
短
期
入

所
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

周
囲
で
は
、
常
時
三
ベ

y
ト
を
確

保
し
て、

食
事
か
ら
入
浴
、
そ
の
他

の
お
世
話
し
て
く
れ
、
寝
具
等
も
施

設
で
用
意
し
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
短
期
入
所
日
数
は

一
日

i
七
日

(二
週
間
ま
で
延
長
可
能
)
、

費
用
は、

一
日
当
り
五
千
六
百
四
十

円
(内
自
己
負
担

一
千
九
百
七
十
円
]

で
す
。
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場

町
民
福
祉
課
福
祉
係

へ
お
尋
ね
下
さ

• 

石
井
智
恵
子

利別俳句会

斉
疎

み
ち

芳
賀
あ
き
え

戸
灘

慶
宇*

佐
藤

朝
子

大
谷

長
時

延安ザイドル
とも ひろ

砂寺崎智博くん
(平成元年10月25日生まれ)

商工団地 寺崎康史さん、さをりさんの長男

[親からl
お酌と乾界が大好きで、将来犬酒飲

みになるかもワ

独創性のある、個性盟かな子になっ

てもらいたいと思います。

d 

もも こ

‘山崎桃 子九
(平成2年 9月21日生まれ)

日ノ出町 山随時昭さん、高置さんの畳古

[親カ、ら]

好奇心旺盛、買物大好き、ぴっころ

とカラスがとても大好き、ごきげんな

なめでもカラスのE且をIIIJかせるとファ
イトがわいてくるんです。

健康で思いやりのあるやさしい子に育

つてはLいと願っています。

〕g
 
[
 



おA

知、

ら
、せ
ぺ

臨
時
事
務
員
を
募
集

町
で
は
、
四
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
長
を
次
の
と
お
り
に
募
集
し

ま
す
。希
望
者
は
、
庖
歴
曾
を
来
る
三
月

十
六
日
ま
で
に
、
総
務
謀
総
務
係
ま

で
提
出
願
い
ま
す
.

戸
U
一一言
"

一
、
募
集
予
定
人
貝
七
名

年
齢
十
八
歳
か
ら
三
+
政
ま
で
の

女
子

〈総
務
謀
総
務
係
v

管
理
委
託
業
務
員
の

募
集
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
か
ら

勤
務
す
る
体
育
館
等
内
管
理
委
託
業

務
貝
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
牲
を
来
る
三
月

検~を受けて明るい健康づくり

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

3月みんな

十
六
日
ま
で
に
、

出
版
い
ま
す
.司じ

一
、
募
集
人
員
一
名
(
年
齢
五
十

歳
以
下
、
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
)

二
、
業
務
社
会
休
育
業
務
、
休

育
施
設
管
理
と
生
活
指
導
業
務

総
合
体
育
館
へ
秘

勤
務
条
件

待
遇
等
詳
細
に
つ
い

て
は
総
合
体
育
館
(合
②
2
0
2
6
)

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

新
し
い
地
域
農
業
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
じ
つ
い
て

決
村
に
お
け
る
女
性
向
元
気
き
が

地
域
内
活
力
に
結
び
つ
い

て
い
〈
た

め
の
手
が
か
り
に
資
す
る
た
め
、
フ

庁

l
ラ
ム
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
多
数
町
方
向
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

-口一一三ロ

日

時

三
月
四
目
的

内

d

n

υ

FO
A
υ

l
-
3
1
1

3

 

二
、
会
場
町
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
レ

三
、
テ

i
マ

嫁
が
来
る
町
、
嫁
が
来
た
く
な
る

地
域
、
女
性
が
暮
ら
し
た
く
な
る

家
庭

四

、

内

容

ω基
調
緋
抑

制
鮮
民
m

塙

繁

氏

「内
刷
業
政
村
で
女
性
が
元
気
に
な• • 

る
た
め
に
は
」

ωパ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ソ
シ

ョ
ン

思
給
欠
格
者
の
皆
様
へ

1
簡
求
は
お
済
み
で
す
か
1

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、
外

地
等
に
勤
務
し
た
経
験
を
有

L
.
加

算
年
を
含
め
た
在
職
年
が
三
年
以
上

で
、
附
求
時
に
お
い
て
日
本
国
絡
を

有
す
る
方
に
は
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
、
さ
ら
に
七
十
歳
以
上
の
方

に
は
高
齢
者
向
順
に
併
せ
て
銀
杯
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
.

閥
次
の
方
は
、
こ
の
事
業
的
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
旧
軍
人
軍

属
と
し
て
の
在
職
に
関
連
す
る
年

金
た
る
給
付
を
受
け
る
桃
利
を
有

す
る
方
.

・
恩
給
欠
格
者
向
ご
遺
族
お
よ
び
戦

後
、
ソ
速
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
的
地

域
に
強
制
抑
惚
さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
方
.

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

上
の
軍
属
(
雇
貝
、
傭
入
、
工
貝

等
)
お
よ
び
単
箪
属
の
方
。

措
く
わ
し
く
は
役
場
町
民
福
祉
課
へ

お
尋
ね
下
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
課
福
祉
係
〉

〕O
 
1
 
〔

社会福祉協議会だより 4. 2. 11 

来光の里学i圏、豊舟圏、社会福祉協，~会への多額の

ご寄附ありがとうございま Lた白
(敬称略)

〈札幌市〉 合 阪 正 鶴村 上 輝太郎

片 岡 ?芋 三 山 崎 ト メ杉 休 苦言 ft 

商 総 江 〈厚沢衛費r> 伊 様 真知子

小 池 春 子 高 If 自 !JJ金 沢 竹次郎

個館市〉 Gた成町〉 犬 縁 アサ子

回 辺 E家 代大 '1 敏 巴 今 キサ 浩

鋸 関 久 男 〈ヨ回釦LIJ町〉 杉 山 脅 』院

も長男萄賓r> 務 良 開 紺 克 彦

出 水 i青 子〈今金町〉 岩 佐 設 人

X電 !~ ル l銀伊1民福祉課 (募金箱〉 伊 東 フミエ

G奪 町ラ 役場喰目組合 宮 尚 唯 夫

金 丸 豊 一 足 形 醤 失闘中雅幸社中

く八.町〉 松 永 ツ ナ金原 老人ク ラブ

及 "' 留 吉向 持 定 雄畳困 老人ク ラブ

〈乙盗事町〉 今金町術主主委且会 大倉啓太郎

高月 万い貝の呈名た地戦
おく三な円なの方しのは域後
尋わ十お ) い共々て慰そに
ねし一、が方済のお労のお旧
下〈日諦支に年うり品ごいソ
さはま求給は金ちま ( 逃て速
い役で期さ、な、す且is族強ま
。場で限れJ!!ど年 。状に制た
町すはまにを金ま ・ 内さは
民 。平す慰受恩た銀閣れそ
福 成 。労給給、杯総たン
祉 五 金きやこ ) 理方ゴ
思~ 年 ( れ公れを大、ノレ
へ 三 十て務ら贈臣まの

.. :ta-.<Dld園_... 附 E布・'... 岨-...川町調理配偶験湾~.拘置
事え供境り手十
たた 美統作 E2 
6 とち 化けり年田
、のにての問在~..:;=，ー 忌年 里
大感活い雑に住 控角 -5 6 変化 用 ま巾わの ，~士 一三 貯 の問 1 ;;
感にすすをた 山 2・ーで‘ 1 維に 喧町
唖謝大る 。盟り本 1.. '~J 巾 電民
しきと岡田心シ A.....唖ーJ を IH育
てなと校小町ゲ .. 阻寓陰 Y 害 担禁
煙い影もで学こノ司・Iiii:..-、 R圏 直ZEaま特には校もん書 、-..圃. if空宇
逼すを 、 、に 勺 011 司司~ ;t ;~ 

E 。与子百1~目たは 21き
民拘置岨四国r.tR..(D"~・"... 掴"..--指:a-lD'~~・3瞳冒宮田

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

sm求
は
お
済
み
で
す
か
1

• • 

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考

2日開)

9日開)
老人福祉

① 般 相 談 全 住 民 16日伺) 10: 00-15 : 00 全地区 保健指導、健康相談
センター

23日伺)

30日開)

② 乳 児 相 談
生後 受付時間 町 民 保健指導、健康相談、

5日開 " B 、 9ヶ月児 9 : 30-10 : 00 センター 身体計測

③ l歳 6ヶ月児健診
生後I説 7、 B 受付時間 原検査、医師診察

5日嗣 " " ヶ月児 12: 30-13 : 00 歯科指導、保健指導

④ 妊 婦
受付時間 尿検査、血液検査

相 談 妊婦の方 10日例 H " 12: 45-13 : 15 助産婦指導、 歯科指導

⑤ 育 講 座 19日開
受付時間

保健指導、健康相談児 生後 3ヶ月児 " " 9 : 30-10 : 00 

生後4、7、IO、 受付時間 身体計測、医師診察、歯科
⑥ 乳 児 健 曇医タa、 19日嗣 " " 12ヶ月児 12: 30-13 : 00 指導、栄聾指導、保健指導

⑦ 脱 診
生後 2ヶ月と 今 金

股関節X線撮影股 健 24目(:Jo 13: 00-14 : 00 " 25日以上白幼児 保健所

③ 無医地区巡回診療 全 住
受付時間 町民

診療科目、整形外科民 26日開 " 14: 30-15 : 00 センター

そ
け
い
ヘ
ル
一
-
ア

泣
い
た
り
い
き
ん
だ
と
き
に
そ
け
い
部

が
ふ
く
ら
む
の
は
ヘ
ル
ニ
ア
の
サ
イ
ン

-
ヘ
ル
ニ
ア
と
は

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
腹
壁
の
弱
い
と

こ
ろ
か
ら
、
お
な
か
の
中
の
臓
器
が

腹
膜
を
か
よ
っ
た
ま
ま
外
へ
と
び
出

し
て
く
る
病
気
で
す
。

ヘ
ル
ニ
ア
で
最
も
多
い
の
は
そ
け

い
部

(両
も
も
の
つ
け
根
)
か
ら
小

腸
が
脱
出
す
る
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア

(

脱
腸
)
で
す
。

そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
は
子
ど
も
に
多

く、

m人
の
子
ど
も
が
い
る
と
、

5

1
M
人
の
割
合
で
お
こ
り
ま
す
。
男

の
子
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

-
ど
ん
な
症
状
か

そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
で
は
、
足
の

つ

け
根
が
は
れ
て
ふ
く
ら
ん
で
き
ま
す

が
、
そ
の
ふ
く
ら
ん
で
い
る
部
分
を

指
で
押
す
と
中
へ
戻
り
ま
す
。
常
に

ふ
く
ら
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

泣
い
た
り
、

排
便
時
に
い
き
ん
だ
り

し
て
腹
圧
が
か
か

っ
た
と
き
に
ふ
く

ら
み
が
出
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
ふ
く
ら
み
が
中
に
戻
ら

な
い
も
の
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
(
か
ん
と
ん
ヘ
ル
ニ
ア
)
こ

れ
は
い

っ
た
ん
脱
出
し
た
脇
が
戻
れ

な
く
な
っ
た
も
の

で
、
戻
ら
な
い
ま

ま
時
間
が
経
つ
と
、
腸
が
壊
死
し
た

り
、
腹
膜
炎
を
お
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
強
い
痛
み
や
、
吐
き
気
が

お
こ
り
ま
す
が
、
原
因
が
わ
か
ら
ず

突
然
子
ど
も
が
泣
き
出
し
た
場
合
は

念
の
た
め
そ
け
い
部
に
ふ
く
ら
み
が

で
き
て
い
な
い
か
ど
う
か
鯛
べ
て
み

ま
し
ょ
う
.

-
治
療
法

生
後
3
ヵ
月
く
ら
い
ま
で
は
様
子

を
み
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
手
術
を

し
ま
す
。
手
術
は

2
1
3
歳
以
上
の

お
子
さ
ん
の
小
き
い
ヘ
ル
ニ
ア
な
ら

日
分
間
ぐ
ら
い
、
ま
た
大
き
い
ヘ
ル

ニ
ア
は
赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
で
は

1
時

間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
簡
単
な
手

術
の
場
合
は
日
帰
り
、
他
は
1
泊

2

日
ぐ
ら
い
の
入
院
が
必
要
で
す
。

〈町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
〉

〕1
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ざそぎセ君。三L
3月の休日当番医

北桧山町国保病院(北絵山)ft④53211日

金)告②0221今金町国保病院(今

医院(今

8日

金)ft@0324 

金)ft@0057 

棚)ft(])3021 

院(今

院(瀬

医

病

回

1悶

崎

g 

岩

楢

15日

20日

22日

ζ〉
院(北桧山)ft④5011病平29日

。g。令。φ住民の副態。g。や令

宅
前月対比

(-1) 

(:t 0 ) 
(ー1)

(:t 0 ) 

1月末現在

7，683人

3，720人

3，963人

2，478世帯

人口

男

女

世帯数

町
町
内

美
広
醐+
&
 

高
末
日
制

易

船

長

'

長

長

刊

す

さ
ん
さ
ん
ト
ま

志
文
お
生
児

う

公
敏
曾
希

u

t
剛
山
町
体
浦

日
刊
ロ

8
討
て

四

月

月

じ

し

£

1

2
せ
正

室
内
目
，

p
り
罰
則

ょ

弘
、
ら
ゃ
ん
訓
・
4

じ
e
立
や
也
九
パ

ん
肘
祐
肘
優
h
u
引い

た

U
1

り

お

内

烏

1
飢

図

竹

河

※

固
有
林
担
当
事
務
所
巳

新
型
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
配
置
さ
れ
る

〕2
 
1
 
〔

こ
の
た
び
、
林
野
庁
の
ン
ン
ポ
ル

7
l
ク
入
り
、
白
と
緑
町
ツ

l
ト
ン

固いつまでもおしあわせに

y'，1珂林聖↑吾さん(昭和町)=目下 寿子九(曙町)

うイ松田鹿ーさん(品百)=村上 由九(活躍)

% 山崎賢司九(品~)=森 厚子九(昔話)
う{，JlI原 雅之さん(束町)=平固いづみさん(砂鹿町J
;{~背柳 俊樹九(緑町)=垣本伊真子九(七草町)

大和町
中トマンケン

住

昭和町

住

上鈴 金

吉

吉

圏おくやみもうしあげます

1月23目的歳
1月27日 86歳
1月28日 91歳
2月1日 76歳
2月3日 82歳
2月15日 72歳

菊地マサエさん

川崎美ゑさん

向井キワヘ
村上隆子九

西岡由五郎ヘ

津村 竹松九

発
行
/
北
通
道
合
金
町
役
場
耐
②
O
T
4
4
l
番

f

‘、

カ
ラ

l
、
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
の
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
一
台
が
今
金
営
林
署
に
配

車
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
有
林
の

パ
ト
ロ
ー
ル
と

担
当
区
の
一
一
層
の
機
動
力
の
向
上
、

併
せ
て
国
有
林
の
イ
メ
ー
ジ
ア
y
プ

を
図
る
目
的
で
、
各
営
林
署
ご
と
に

一
台
配
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

編
一集
一後
一記

マ
世
の
中
、
便
利
に
な
り
過
ぎ
ち
ょ

っ
と
出
か
け
る
の
に
も
車
を
利
用
し

た
り
、
家
で
は
座
っ
た
ま
ま
で
テ
レ

ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
リ
モ
コ
ン
操
作
、

包
括
も
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
が
普
及
、

こ
れ
ま
た
座
っ
た
ま
ま
で
周
が
足
せ

る
な
ど
、
便
利
き
に
慣
れ
、
い
つ
の

ま
に
か
行
動
が
身
に
つ
い
て
し
ま
う

よ
う
で
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ

C
M
や
新
聞
広
告

を
に
ぎ
わ
せ
、
話
題
に
な
っ
て

い
る

百
歳
の
双
子
の
き
ん
♂
ぎ
ん
♂
は
「

下
の
世
話
さ
れ
る
の
は
嫌
だ
か
ら
毎

日
乳
母
車
を
押
し
て
足
腰
を
丈
夫
に

し
て
い
る
」
そ
し
て
「
人
問
、
気
力

が
大
事
だ
よ
」
と
云
っ
て
い
ま
す
.

こ
の
こ
と
ば
を
聞
き
、
長
寿
町
秘
訣

は
気
力
と
日
頃
の
努
力
も
加
味
さ
れ

る
こ
と
を
考
、
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
@

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


